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最近では、変異株による新型コロナウイルス感染症の拡大が懸念され、近隣の大阪・兵庫・京都で緊急事

態宣言が出される中、緊張感が漂う今年のゴールデンウイークが始まりました。（私が医科の先生から聞くと

ころでは、この変異ウイルスには、これまでにないくらいの十分な注意が必要だそうです。）以前のようなの

んびりとした連休を取り戻すには、もう少し時間がかかりそうです。気温の変化が大きく、風邪を引きやす

い時期ですので、皆様、体調を崩されないようご自愛ください。こんにちには、院長の喜多です。 

「気が付けば、もう５月かぁ～」と感じながら、新型コロナ感染症に、細心の注意を払いながらの生活が

続いて、もうまる一年以上が経ちますね。昨年の連休は、はて？ 何をしていたかを思い返してみました。

実は、ずいぶんと気分が落ち込んでいて、気分転換のために、これまであまり見る機会のなかった YouTube

動画を積極的に見始めていました。例えば、趣味の「オートキャンプ」や「プラモデル」を紹介する内容を

楽しんで見たり、仕事で使用する「iPad のアプリ」や「パソコンソフト」のマニュアルのような動画で学習

したり、自分の好きな歌手や好きなジャンルの楽曲集を聞きながら仕事をするようになりました。最近では、

人気アーティストの過去のライブ動画やメドレー特集を探し、ブレークしそうな新しい歌手やグループに注

目しながら、チャンネル登録して、繰り返しよく見ています。これまでに全く興味のなかったアーティスト

のファンに急になって、新調した音域の良いイヤホンで、好きになった楽曲を聴き入るという、（今時の）「沼

にハマる」現象が、50 歳半ば過ぎの自分に起こっていることに驚いています。（妻も私につられて YouTube

でよく音楽を聴いています。）新型コロナ感染症が今無ければ、おそらく神社仏閣や美術館を巡り、小旅行を

楽しんでいると思いますが、現在の生活の変化により、趣味の時間の使い方も変わりました。今の我慢が強

いられる生活の中でも、新しい楽しさ（趣味）を探求し開拓することは大切ですね。また、子供のようにい

ろいろなことに興味を持つことの重要性も感じています（趣味は一生、まだまだ終わりませんね）。 



 

  



 

  



 


